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こうしてラテン・アメリカ政経学会は設立後２年を鮭てその内容も次汁に充実してきたので

あるが，汁５回総会をへてとこに会誌オ１号を発行するjWびとたったのである。今後会111の努

力にエって研究活動を一層活発化し，わが国におけるラテン・アメリカ研究の普及と深化に寄

与することを念願する次才である。

関西支部の活動状況

術務理挙鰯５，田正．通

IjllIHj地区でのラテン・アメリカ研究，とくにラテン・アメリカ経済の研究は，学会波、〆IiiI
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妙.ら妙.をlWi鬼であった｡その特徴は，列究が111に少赦の地域経済専門者によって行左われた

ので1t注ぐ，多くのＩＤＩ死協力者の有力なパプクアププをと《》なったことである。ラテン・アメ

リカ幾滴それ自作のlVlI1者では浅いか，fiEIの弊'''1分野における分析トゥールを縦横に駆使し

て，名I:lの対映を深く掘り下げ、ラテン・アメリカ研究の苑展に寄与した研究協力者の衝献は
．●I

災に大きかった。それは，総隣地J1l1学，変辿倫，農莱継満学,uil際繰済学,磁場政餓’1通l際金

１銭jmi，秒民`殉などの分野の専門者についてとくに剛塒であった.↓

わが国のラテン・アノリカ砺究の現状において(-k，とのに，を形態のlili死活鋤がjil《)瓢注し

いと忠われるが，ただ従Ｊ１ミトt各大字・研究雑Ijllの内部に限られている欠陥があった。ラテン。、

アメリカ政繊学会の枇立はこの欠酷をhL正し、多くの大字・研究蝿Ijllの研究協力体制を1k§Miす

る轆盤をつくりＩＩＬた｡ｵ１回大会にさきがけて，IIH和40年６月15日に神戸大学繰済縫憾
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研究所においてオ１回ＩＨＩ西支部総会をllilさ,木田和雄氏（Ulj西大学）,西向嘉IHI氏（神戸大学）

がそれぞれ「キューバにおける甘』賎プランテーシロンル「ＬＡＦＴＡにおけるう゛ラソルの立

蝿」について研究報皆をしたのら，学会の将来お`とび当地区の研究活動の促進について具体的

な意見の交換を行なった｡支部総会は少なくと《,年,回CII鮒するとと淀しＩ矛２回支部総会は
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近くIjI1ﾌｸ.れることになっている。

当iIu区の奇妙な現象として指摘したければ左らないことは，ラテン・アメリカ研究活､１１と支

紙希効とのlIllにギャブプかある点である。ラテン・アメリカ研究は,従来iinbjd9域呼門者が多

くの各M＃門分野の研究ＩＭＩ力者の支持を得て盛んに行なわれているのに，支部そのものの活jmlと
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しては会員殿がきわめて少ないので一見低鋼に見える。これは，有力左剛究協力者がすでにい

くつかの学会に所属し,とくに本学会に入会しようとしたいことに起因する。'111西はその土地

柄&あり,会興の引下げがあれは入会希璽者《､噌えると思われるが，両者は註た相互に側迎す

るので早急虚解決は困難か６しれない。そこで，１１１１西支部の研究活動を促進するため、正式の

会員であることを問わず，ひろくラテン・アメリカに学lUj的剛心を（》つ研究者を含めて活勁を

推進する方針をとっている。汁１回支部総会かすでにそうであったし，今佳J,ある程唯との方

金|をつらぬき,それか漸次正式会鈍数をllk大するのに役立つことを念H1(している。

第２回研究大会の概要

オ２回研究大会はI刑和４１年１１月１９，２０の両日，上4W大学においてｌｊｎ催された。汁１

日は総会のあと，「ラテン・アメリカの近代化」というテーマでシンポジウムをＤＩＩ＃，佐々木

弊三郎氏かチェアマンと護り，中川和彦（法作），酉l&j廃昭（鰻満），アンドラーデ（祉会思

凹，マルチン（歴”の各氏がそれそれ報告を行左い，これらをＩ)とに活発を討銭が交わさ

れた｡

汁２日は次のＩＨＩ光儲告発我が行准われた。

１．Ｈ]除投斑の法的洙趨一ブラジルの鳩合…………･………………･……･…桜井雅夫

２．ベローズムの)筐jJuMj背漿…………･…･…………….．…･…．…………………三谷弘

迅メキシコの工業水準と成｣堂笘繋12.．…･………．．………･…………………･……・水野－

４．iHi印匹麟船とセピル貴族………･………………･…･…･…･…･……………＿木田jnl雄
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